
 

 

 

令和７年度新７年生 

進級説明会資料 

 

 

 
 

 

 

 

豊里学園つくば市立豊里中学校



 1 

１ 令和６年度豊里中学校 学校経営の基本構想 

 

 

２ 学校概要 
（１） 教職員数（令和６年度） 

校長 教頭 教諭・講師 養護教諭 栄養教諭 事務職員 学校管理員 合計 

１ １ ２６ １ １ １ １ ３２ 

（２） 学校施設（令和６年度） 

普通教室 １６教室 
特別教室 第一理科室、第二理科室、音楽室、美術室、被服室、調理室、技術室、学校図書館、 

ＣＡＩ室 
豊武館 柔道場、剣道場 
体育館 バスケットコート、バレーコート 
その他 保健室、多目的ホール、職員室、会議室、相談室、Ｓルーム、卓球練習場 

 

３ 豊里中学校の教育課程について 
（１） 日課表について 

① 始業について 
始業時刻（朝の会開始時刻）を８：１５としています。朝の会後、１時間目の授業の準備や教室移動

を行います。ノーチャイムで生活をしており、自ら時刻を見て自主的に行動できる生徒の育成をねらい
としています。 
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② 授業について 
１コマが５０分で、午前中４時間、午後２時間を基本に授業を実施します。休み時間はそれぞれ１０

分で、業間休みはありません。 
 また、算数が数学、体育が保健体育、図工が美術、家庭科が技術・家庭科と名称が変わるものがあり
ます。小学校と同様、理科や美術、技術・家庭、音楽の授業は特別教室で実施することがあります。ま
た、複数学級での授業(つくばスタイル科や保健体育など)もあります。時間割は年に数回変わります。 
 行事などによって、４５分授業や４時間・５時間授業になることもあります。 

③ つくばスタイル科(TS)について 
 学びを発信することで自分以外の他者とかかわり、実社会へ実現性のある提案ができることを目指す
発信型 PBL(Project Based Learning)学習を行うことで、つくば市の目指す『つくば２１世紀型能力』
の育成を目指しています。 

（２） 学力向上に向けて 
① 教育に対する考え方の転換  

２０２０年３月に、つくば市の教育の根幹となる「つくば市教育大綱」が策定され、教育の大きな方
向性の転換がはかられています。具体的には以下の通りです。 
〇「教え」から「学び」へ 
  一斉・一方向教育から個別・双方向の学びへ 
〇「管理」から「自己決定」へ 
  受動から能動へ 
〇「認知能力偏重」から「非認知能力の再認識」へ 
  知識偏重の教育から全人教育へ 
  ※認知能力とは「IQ」(知能指数)のように数値化できる能力のこと 
  ※非認知能力とは、「やる気」「最後までやり抜く気概」などのような数値で測れない能力のこと 
  ※全人教育とは、人間がもつ諸資質を、全面的かつ調和的に育成しようとする能力のこと 
これらを踏まえ、豊里学園では９年間の指導の方向性に一貫性をもたせています。興味・関心が高ま

るような学習課題の設定の工夫、ペアやグループでの協働的な学びなどを意識して学習を展開するよう
にしています。 

② キャリア教育を通した資質・能力の育成 
キャリア教育を通して身に付けさせたい能力として、人間関係形成・社会形成能力、自己理解・自己

管理能力、課題対応能力、キャリアプランニング能力があります。その中でも特に「課題対応能力」を
意識しています。具体的には、課題発見・解決に向けての見通し、情報収集、解決策の他者への発信の
ような流れで、課題に対応し解決できる能力の育成を目指しています。 
また、地域人材の活用も積極的に進めるようにしています。例年、様々な職業のエキスパートから話

を聞き、働く意義について学び、将来の進路について考えることをねらいとして、「ワークフォーラム」
を実施しています。 

（３） 本校独自の取り組みについて 
① 生徒が協働するための常時ペアやグループでの活動の実施 

 常時ペアやグループでの活動を行っています。各教科の課題に対し、他者と協働しながら個人で取り
組んだり、グループで話し合ったりしています。 

② 生徒が自ら学ぶための「課題」の工夫 
 各教科で行う授業では、生徒自身が課題を探究し、仲間と協働しながら解決を図れる授業を行うよう
に心掛けています。 

③ 宿泊的行事と校外学習の実施  
７年生 ： 共同生活の中で達成感・成就感を味わう 

→ 共同生活学習（令和６年度は日光方面でのスキー学習） 
８年生 ： 公共の場での活動を通して、健全な社会性を身に付ける 

→ 日帰りでの校外学習（令和６年度はエコプロ 2024への参加） 
９年生 ： 日本の歴史・文化の大切さを知る 

→ 修学旅行（令和６年度は京都・奈良方面での研修） 
（４） 学校生活のサポート・定期教育相談について 

① 定期教育相談（二者面談） 
 各学期に１回、全生徒に対して担任教師と二者面談を実施し、学習や生活面での悩みごとの相談の機
会をもつようにしています。生徒個々の内面理解を図るように努めています。もちろん、これ以外にも
随時相談することができます。 

② スクールカウンセラーについて 
 生徒及び保護者を対象に、専門のスクールカウンセラーが月に数回来校しています。希望すればカウ
ンセリングを受けることが可能です 
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  ③ 校内フリースクール（ハートフル「Ｓルーム」）について 
     Ｓルームは、不登校や教室に入れない生徒が学校内で自由に過ごす居場所として整備されたものです。

Ｓは Safe（セーフ）、Select（セレクト）、Special（スペシャル）、Support（サポート）、Space（スペー
ス）の頭文字からつけられました。教室復帰ではなく、社会的自立を目指しており、時間割はなく、自
主的な過ごし方と学習ができるなどの特徴があります。「Ｓルーム」に登校すればその日は出席扱いにな
ります。 

（５） 生徒会活動について 
   豊里中には下記④の委員会があり、委員会ごとに生徒が自主的に活動しています。 
① 生徒が中心となって行う活動（令和６年度実施のもの） 

月 行事など 月 行事など 月 行事など 
４ ７年生歓迎集会 ８ リーダー研修会 １２ 生徒会役員選挙 
５ 生徒総会 ９ 体育祭結団式、新人戦壮行会 １  
６ 市総体壮行会 １０  ２ 豊里学園児童生

徒交流会 
７  １１ ゆたか祭 

マナーアップ運動 
３ ９年生を送る会 

② 学級単位・縦割りグループ（体育祭での団）単位で行う活動 
・体育祭、文化祭（ゆたか祭）など 

③ 生徒実行委員が中心となって行う活動 
・体育祭実行委員  ・体育祭実行委員  ・ゆたか祭実行委員  ・選挙管理委員会 
・修学旅行実行委員（９年）  ・校外学習実行委員（８年）  ・宿泊学習実行委員（７年）など 

④ 委員会（常時活動）組織について 

委員会名 主 な 活 動 内 容 

生徒会本部 ・生徒会活動の全体の取りまとめ 
・生徒からの意見を収集し、それを取りまとめて施策に反映させる 

中央委員会 ・生徒会役員と各委員会の委員長及び各学級の学級委員（代表１名）で組織 

学年委員会 ・各学級の学級委員で組織 

生 活 ・マナーアップに関する活動、あいさつ運動など 

図 書 ・昼休みの本の貸し出し、図書室の整理、学級文庫の管理など 

環 境 ・清掃用具点検、校内環境の美化など 

緑 化 ・花壇整備、除草など 

保 健 ・健康診断補助、健康観察、トイレ・手洗い場の管理など 

給 食 ・配膳補助など 

安 全 ・自転車安全点検、交通安全に関する活動・呼びかけなど 

広 報 ・掲示物の貼り替え、行事の取材及び記事の掲示など 

体 育 ・体育的行事補助、体育用具管理、昼の体育館開放など 

放 送 ・朝、給食、下校時の放送、行事での放送準備など 

福 祉 ・募金活動、福祉に関する情報発信など 
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（６） 令和６年度の主な行事（「・」は学校行事、「○」は PTA関係行事） 
月 行 事 
４ ・新任式 ・始業式 ・啓志式 ・７年生歓迎集会 ・身体測定 ・各種検診 

・全国学力・学習状況調査（９年） ・修学旅行（９年） 
〇授業参観、学年懇談、PTA総会、教育振興会総会 

５ ・体力テスト ・各種検診 ・生徒総会 ・市陸上競技大会 ・引き渡し訓練 
〇部活動保護者会、PTA合同専門委員会 

６ ・市総合体育大会 ・県南水泳大会 ・１学期中間テスト ・教育相談 ・市総体壮行会 
〇PTA奉仕作業 

７ ・県南総合体育大会 ・県総合体育大会 ・１学期期末テスト ・つくば未来塾（夏季休業中） 
・職場体験（８年、夏季休業期間中） ・三者面談（全学年、夏季休業期間中） 
〇授業参観、学年懇談、家庭教育学級（開級式） 

８ 〇グリーンボランティア（校内植物への水やり） 
９ ・体育祭 ・市新人体育大会 ・県南新人水泳大会 ・市新人戦壮行会 ・体育祭結団式 

〇PTA奉仕作業、体育祭運営協力 
10 ・１学期終業式 ・２学期始業式 ・県南新人体育大会 ・県新人水泳大会 
11 ・教育相談（７、８年） ・三者面談（９年） ・２学期中間テスト（７、８年） ・学年末テ

スト（９年） ・ゆたか祭 ・ワークフォーラム（８年） 
○ゆたか祭運営協力 

12 ・生徒会立会演説会及び選挙 ・保育実習（９年） ・校外学習（８年） ・芸術鑑賞教室 
〇授業参観、学年懇談 

１ ・学力診断のためのテスト（７、８年） ・教育相談（７、８年） ・三者面談（９年） 
・茨城県私立高等学校推薦入試、一般入試（９年） ・スキー宿泊学習（７年） 

２ ・学年末テスト（７、８年） ・茨城県立高等学校学力検査、特色選抜 
〇授業参観（７、８年）、学年懇談 

３ ・９年生を送る会 ・卒業式 ・修了式 

４ 中学校の生活について 

 【豊里中学校の生徒指導方針】 

〇生徒一人一人が楽しく、充実した学校生活が送れるように、保護者、地域の方とともに、子どもたちの健全な成長

の支援をする。 

〇自己決定力を伸ばし、将来、自分の夢や希望を叶えるための資質・能力の育成を図る。 

（１）服装・身だしなみについて 

※生徒総会での提案をもとにルールメイキング活動を行い、毎年、確認・見直しを行っています。 

① 制服 

※令和６年度採用制服パターンＡ、Ｂまたは旧制服パターンＣ、Ｄのいずれかを選択します。 

※旧制服パターンＣ、Ｄの選択は令和６年度（現７年生）、令和７年度（現６年生）まで可能です。 

 

（ア）制服パターンA（令和７年度７・８年生着用制服・スラックス着用の場合） 

○ 冬服 

・本校指定のブレザー（男女兼用、左開襟部に学年色を表す胸章を着用）、スラックス。 

スラックスのベルトは黒・紺・茶系で、装飾を施してあるものやその他の色は不可。 

・ブレザーの下には必ず白ワイシャツを着る。 

・寒い時は、ブレザーの下にVネックのセーターまたはベスト（黒、紺、茶、ワンポイント可）を着用すること

ができる。袖や裾からセーター（ベスト）が出ないように着用する。 

○ 夏服 

・白ワイシャツ、本校指定のスラックス 

・ワイシャツの下は、肌着を着用する。体育用半袖Ｔシャツ・柄のない白シャツ（胸に小さなワンポイントは可）

でもよい。 

○ 夏服、冬服ともに名札を付ける。 
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② 防寒着 

冬季の登下校時はコート（スクールコート、ダッフルコート、ピーコート）、ウインドブレーカー、ネックウ

ォーマーを着用することができます。色は黒、紺、茶、グレー、白系統とし、派手でないものとします。 

③ その他 

・年間を通して、夏服、冬服のどちらの着用も可能です。気温や体調に合わせて、本人が臨機応変に対応できる

ようにしてください。ただし、式典の時は、その時期の制服を着用する。 

④ 靴・靴下について 

（ア）下履き 

・白または黒を基調とした運動靴です。 

（イ）上履き 

（イ）制服パターンB（令和７年度７・８年生着用制服・スカート着用の場合） 

○ 冬服 

・本校指定のブレザー（男女兼用、左開襟部に学年色を表す胸章を着用）、スカート。 

  ・ブレザーの下には必ず白ワイシャツを着る。 

・寒い時は、ブレザーの下にVネックのセーターまたはベスト（黒、紺、茶、ワンポイント可）を着用すること

ができる。袖や裾からセーター（ベスト）が出ないように着用する。 

○ 夏服 

・白ワイシャツ、本校指定のスカート 

・ワイシャツの下は、肌着を着用する。体育用半袖Ｔシャツ・柄のない白シャツ（胸に小さなワンポイントは可）

でもよい。 

○ 夏服、冬服ともに名札を付ける。 

（ウ）制服パターンC（令和７年度９年生着用制服） 

○ 冬服 

・標準学生服（黒の詰め襟型、襟カラーはハード型又はソフト型）、標準学生ズボン。 

・学生服の下には、必ず白ワイシャツを着る。 

・寒い時は、学生服の下に Vネックのセーターまたはベスト（黒、紺、茶、ワンポイント可）を着用すること

ができる。袖や裾からセーター（ベスト）が出ないように着用する。 

○ 夏服 

・白ワイシャツ、標準学生ズボン 

   ・ベルトは黒・紺・茶系で、装飾を施してあるものやその他の色は不可。 

   ・ワイシャツの下は、肌着を着用する。体育用半袖Ｔシャツ・柄のない白シャツ（胸に小さなワンポイントは

可）でもよい。 

  ○ 夏服、冬服ともに名札を付ける。 

（エ）制服パターンD（令和７年度９年生着用制服） 

 ○ 冬服 

・本校指定セーラー服、ジャンパースカート。 

・セーラー服の下には、必ずＴシャツまたはブラウスを着る。 

・寒い時は、セーラー服の下に Vネックのセーターまたはベスト（黒、紺、茶、ワンポイント可）を着用する

ことができる。袖や裾からセーター（ベスト）が出ないように着用する。 

・タイツを使用する場合は、無地の黒かベージュとする。 

○ 夏 服 

・ブラウス、ワイシャツ、プリーツスカート。 

・ブラウスの下は、肌着を着用する。体育用半袖Ｔシャツ・柄のない白シャツ（胸に小さなワンポイントは可）

でもよい。 

 ○ 冬服、夏服ともに名札を付ける。 

○ スカートは、膝が見えない長さとする。 

○ 胸元、袖、裾からセーターが見えないようにする。 
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・本校指定のもの（教室・体育館兼用）です。 

・令和７年度７年生は緑色ラインです。 

（ウ）靴下 

     ・白、黒、紺、グレーの単色のものです。 

     ・ワンポイントは可です。 

⑤ 体育時の服装について 

〇 本校指定のジャージ、半袖Ｔシャツ、ハーフパンツです。 

〇 それぞれに名札を付けます。 

⑥ 頭髪について 

○ 安全で、学習活動に支障のない髪型です。（男女共通） 

《詳細》 

＊ 地毛と違う色にはしない。また、パーマや剃りこみ（文字・模様など）はできません。 

＊ 登下校時にヘルメットを正しく着用できる髪型です。 

＊ 必要に応じてピンやヘアゴムを使用します（先生から指示がある場合もある）。ただし、華美なピンやヘア 

ゴムは使用できません。 

＊ ムース、ジェル、ワックス等の整髪料は使用できません。 

  《マナー》 

   ・身だしなみを整えるのに、他人に迷惑をかけない。 

   ・ピンやヘアゴムは持ち歩くようにする。 

   ・《詳細》についてよく考えて身だしなみを整える。 

（２）持ち物について 

① バッグはリュック、スクールバッグ、どちらか、または併用して利用することができます。 

② 学習活動に不必要なものは持参できません。（携帯電話、腕時計の持ち込みは許可制です） 

③ 所持品には名前を書いてください。 

④ バッグは色が派手でなく、教室のロッカーに入るものとします。 

   《参考》教室の生徒用ロッカーサイズ…縦２５ｃｍ、横３６．５ｃｍ、奥行３８ｃｍ 

（３）通学について 

   ① 自転車通学は、通学許可の下りた自転車（入学後配付するステッカーを貼る）で、ヘルメット、タスキを着用

し、交通ルールを順守してください。 

② 通学用自転車は次のとおりとします。 

・色、変速ギアの有無については特に指定しません。 

・ハンドルはセミアップ型あるいはオールランダー型とします。 

・荷台があり、両立スタンドで、ベルがついている自転車です。 

・防犯登録がされており、後輪カバーに学校指定のステッカーが貼って自転車です。 

   ③ リュックのみでの通学が可能ですが、背負って通学です。スクールバッグは荷台に荷ひもで固定します。 

   ④ 通学用自転車はＴＳマーク（保険・点検）への加入をお勧めします。また、自転車保険への加入もご検討くだ

さい。 
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５ 部活動について 
（１）ねらい 

生徒の多様なニーズに応えながら、スポーツや文化及び科学などに親しませ、学習意欲の向上や責任感、

連帯感の育成を図るとともに、自主的・自発的な活動を通して、社会性や自律的な態度を育て、健全な豊里

中学校生としての人づくりを目的とする。 

（２）部活動の種類 

①運動部 

野球部  サッカー部  男女バスケットボール部  男女バレーボール部  男女卓球部 

男女ソフトテニス部  柔道部  剣道部 

②文化部 

吹奏楽部  美術部  環境科学部 

（３）入部・退部・転部 

〇入部 

 入部届は、入部する際に提出し、退部するまで有効とします。 

〇退部・転部 

 退部・転部の手続きは、生徒、保護者、担任・顧問が相談して行います。 

（４）部活動の練習 

①朝の練習について 

  〇朝の練習は実施しません。 

②平日の練習について 

○帰りの会終了後から、完全下校時刻１５分前まで練習を行なっています。（令和６年度の完全下校時刻

は下の表１）活動時間は上限２時間です。 

○月曜日・木曜日は活動を行わない日としています。（週日課の変更などにより部活動を実施する場合が

あります。） 

③休日の練習について 

○土曜日・日曜日はいずれかを１日休養日としています。活動時間は上限３時間です。連続する土曜日・

日曜日両日とも活動した場合、他の休日に休養日を振り替えています。 

○休日に、練習試合や大会などにより、休日の１日の上限を超えて活動を実施した場合、他の休日に休

養日を振り替えています。ただし、公式大会などにおいて上位大会に進出し、上位大会が直後の１か

月以内に控えている場合に限り生徒の心身の疲労回復の状況を確認したうえで平日に休養日を振り返

ることも可能としています。 

〇練習や大会などで、弁当・飲み物などを要する場合は以下の点に注意してください。 

     ・登校途中に買わない、菓子類を持参しない、ゴミはすべて持ち帰る。 

④部活動実施日の完全下校時刻について 

○完全下校時刻は、表１のように定めています。（令和６年度） 

○部活動終了時刻は、完全下校時刻の１５分前としています。 

○学校外での練習も、表１の完全下校時刻です。 

【表１：令和６年度部活動実施日の完全下校時刻】 

月 活動終了時刻 完全下校時刻  月 活動終了時刻 完全下校時刻 

４ 

１７：２５ １７：４０ 

 10 １６：２５ １６：４０ 

５  11 
１６：００ １６：１５ 

６  12 

７  １ １６：１０ １６：２５ 

９ 

１６：５５ 

（市新人戦前） 

１７：１０ 

（市新人戦前） 

 ２ １６：２５ １６：４０ 

 ３ １６：５５ １７：１０ 

１６：４０ １６：５５     
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⑤練習停止について 

○定期テスト３日前、実力テスト・学力診断のためのテスト１日前、夏季に WBGT値が 31以上の場合を

練習停止としています。 

○学校行事や教育的活動、新型コロナウイルス感染症、インフルエンザの流行などの場合は練習停止と

しています。 

【表２：部活動の主な活動場所】 

活動場所 部活動 活動場所 部活動 

グラウンド 野球部、サッカー部 音楽室など 吹奏楽部 

テニスコート 男女ソフトテニス部 美術室 美術部 

体育館 
男女バスケットボール部 

男女バレーボール部 
第一理科室 環境科学部 

卓球場 男女卓球部 豊武館 柔道部、剣道部 

⑥活動時の服装について 

○体育着、または各部でそろえたものを着用します。 

○寒い時は、ウインドブレーカーを着用できます。（黒、紺、茶、グレー、白系統、または各部でそろえ

たものです。） 

○種目の特性に応じた服装（アンダーギアなど）については顧問が認めるものを着用できます。 

⑦７年生の活動について 

〇学校が定めた期日を入部届提出締切日とし、入部届を顧問が受理し、学校長の承認を受け、正式入部

となります。それまでは、仮入部とします。 

〇仮入部期間中の土曜日、日曜日の活動は、原則として行いません。（仮入部期間中の７年生の下校時刻

については、啓志式以降にお知らせします。） 

〇新７年生が、春休み中に部活動に参加することは認めていません。 

⑧９年生の活動について 

〇活動は総合体育大会または夏季に実施のコンクールまでとしています。 

（５）その他 

〇毎月、各部活動で活動予定表を配付しています。変更などがあった場合は、生徒を通して連絡します。 

○年間活動計画、月ごとの活動計画・実績を学校ホームページへ掲載しています。 

○市と連携して地域移行を進めています。 


